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置した熱セルを作成し、295K と 323K の温度サイクルで熱発電に成功した。熱効率は
1%であり、この効率はカルノー効率の 11%に対応する。 
 
図 2：：PBA 中の(a)ホストおよび(b)ゲスト遷移金属周りの M-O 長。横軸はゲスト遷移金属し
か含まない層状酸化物の M-O長。 
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 【４】 層状酸化物へのホール導入と電子状態の変化-酸素 K吸収端スペクトルと第一原理







【５】 剛体球モデルによる層状酸化物の異方的熱膨張係数の理解 [5] 小林、柳田（修
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図４：層状酸化物の熱膨張係数：(a) a軸方向（αa）、(b)c軸方向（αc）、(c) 異方性（αc/αa） 
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